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【概要】
題材名「相手に分かりやすく伝えよう」
において、タイピングが苦手な生徒に対
して、音声入力でまとめや振り返りをさ
せる合理的配慮を行った。

【考察】
○生徒がタイピングの負担を軽減し、時
間内に活動を終えることができ、達成
感を味わうことができた。
○その後の活動においても、自ら、音声
入力を選択するなどの成長が見られ、
自立心や主体性の向上に繋がった。
○音声入力の活用を交流学級での教
科学習にも広げることができ、生徒の
自信や学びの幅を広げることができ
た。


